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1.は じめ に

(1)教 科選定の理 由

熊本大学教育学部 附属特別支援学校 高等部で は,

卒業 して3年,6年,10年 後 に 「働 く」 「家庭」 「余

暇」の3つ の生活 について面談 を実施 し,生 徒のフォ

ローア ップを行 うための 「フォロー ア ップ ミーテ ィ

ング」 を行 って い る.こ の際,ア ンケー トを実施 し

た ところ,働 く生活 に関 しては伸びがみ られ る一一方,

家事や外 出,趣 味等 の家庭生活 と余暇生活 の項 目に

落ち込みがみ られ ることが分か った(図1).

本校高等部では,家 庭科の学習は学年 ごとに実施

している.被 服の学習に関 しては,洗 濯やアイロン

がけなどの衣服の管理について,実 際にや ってみる

ことで 自己の課題 に気付いた り,友 達の考えを知 る

ことでより良い方法を理解 したりと,実 践的な学習

を積み重ねてきた.

本実践のテーマである 「着装」に関する実態とし

て,家 庭における衣服の選択に関 しては,自 分一一人

で選択する生徒,自 分で選択 したものを保護者 に確

認す る生徒,保 護者 が選択す る生徒 など,実 態は様 々

で ある.休 日などに私 服で家族 と外 出す ることはあ

るが,自 分 の似合 う色や柄 などにっ いて考 えて衣服

を選択 した り,購 入 した りす る経験 は少 ない.ま た,

衣服 を選択す る際 に,自 身の身体 と服 のサ イズを考

慮 した り,年 齢や性別,TPOを 意識 した りす るこ

とが難 しい,と い う課題 や教 育的ニーズがある.

そ こで,先 行研究(讐 田 ・鳴海2006,讐 田 ・岩

濱2010)を 参 考 に,シ ミュ レーシ ョンソフ トを用

いて,自 分 に似合 う色やデザ イ ンにつ いての知識 を

深め なが ら,自 らの服 装 にっ いて振 り返 り,TPO

に応 じた衣服選択 の大切 さを学ぶ ことを 目的 と して

実践 に取 り組んだ.

*熊 本大学教育学部附属特別支援学校

**元 熊本大学教育学部家政教育学科

(2)次 期学習指導要領等に向けたこれまでの審議の

まとめ

①成果と課題

家庭科,技 術 ・家庭科では,普 段の生活や社会に

出て役立っ,将 来生きていく上で重要であるなど,

児童生徒の学習への関心や有用感が高いなどの成果

が見られる.
一方
,社 会構造の変化や家庭や地域の教育力の低

下等に伴い,家 族の一員として協力することへの関

心が低いこと,家 族や地域の人 々と関わること,家

庭での実践や社会に参画することが十分ではないこ

となどに課題が見られる.

②見方 ・考え方

家庭科,技 術 ・家庭科における 「見方 ・考え方」

にっいては 「家族や家庭,衣 食住,消 費や環境 など

に係る生活事象を,協 力 ・協働,健 康 ・快適 ・安全,

生活文化の継承 ・創造,持 続可能な社会の構築等の

視点で捉え,よ りよい生活を営むために工夫するこ

と」を 「生活の営みに係る見方 ・考え方」として整

理されている.

③育成を 目指す資質 ・能力の整理

育成を 目指す資質 ・能力にっいては,「生活の営

みに係る見方 ・考え方」を働かせっっ,生 活の様々

な問題の中から課題を設定 し,そ の解決を目指 して

245



特別支援学校と大学による授業実践

解決方法を検討 し,計 画を立てて実践するとともに,

その結果を評価 ・改善するという活動の中で育成で

きると考えられる.

(3)授 業対象者

本実践における対象生徒は,高 等部第2学 年の男

子6名,女 子3名 の計9名 の生徒である.生 徒は後

掲表6の ようにA～1の 記号で表記する.

2.実 践方 法

(1)題 材の目標

生徒の実態を受 け,本 実践の 目標を以下の通 り設

定する.

①TPOに 応 じた服装や,自 分の好きな色や似合う

色があることを知ることができる.【 知 ・技】

② 自分に似合う色を意識 しながら,テ ーマに沿 った

服装を,自 分で判断し選択することができる.

【,思・半旺・表等】

③友達のア ドバイスを参考にしたり,以 前の自分と

比較 したりしながら自分に似合う色を選ぼうとす

ることができる.【 主 ・短期】

④本題材で学んだ知識や自分に似合う色などを,学

校生活や家庭生活で活かすことができる.

【主 ・長期】

主体的に学習に向かう態度の目標にっいて,短 期

目標と長期 目標の2点 を挙げている.家 庭科 という

教科の特質上,学 習内容を生徒 自身が学校生活や家

庭生活で活かす,般 化す ることが重要と捉え,長 期

的な観点で 目標設定を している.

(2)指 導計画

2017年10～11月 に第1次 ～第4次(計4時 間)

の学習 を実践 した.表1に 本実践 にお け る指導計画

表を示す.

表1指 導計画表

3.実 践 内容 と結 果

次 題材名 学習内容 時間

1

TPOに 応 じ

た服装につい

て学ぼう!

・TPOに 関する0× クイズ

・着装のポイン トを知る 1

2

私服写真を発

表しよう!

・選んだ理由やポイントを説

明しながら発表する
・他の生徒は感想や意見(提

案など)を 発表する

1

3

自分の好きな

色 と似合 う色

を調べよう!

・シミュレー ションソフ ト*

の使い方を知 る

・シ ミュレーションソフ トを

用いて,自 分の好きな色 と

似合 う色を調べ る

1

4

自分 らしいコ
ーデ ィネー ト

をしよう!

・シ ミュレーションソフ トを

用いて,自 分 らしさを取 り

入れなが ら,テ ーマに沿っ

たコーディネー トを考える

1

*色 彩プランナー(㈱ ゴーシン
,2002)

(1)第1次 「TPOに 応 じた服装について学ぼ う!」

①学習の流れ

第1次 の学習 の流れを表2に 示す.

表2第1次 の学習の流れ

①はじめのあいさっ

②学習内容の確認

③TPOに 応 じた服装に関する○×クイズ

④着装のポイントについて知る

⑤次回の学習内容の確認

⑥ワークシー ト記入(振 り返り,評価)

⑦終わりのあいさっ

学習 内容 の確認 後,TPOに 応 じた服 装に関す る

○ ×クイズ(図2)を 実施 した.

場面にっいては生徒がよりイメージしやすいよう

に 「通学時の靴下」「スポーツをす るとき」などの

身近な場面から,「夏休みに友達 と遊ぶ」 という具

体的な場面,「結婚式」 「葬式」などの冠婚葬祭の場

面の5っ を設定 した.

結婚式および葬式にっいては,そ れ らの式 に参列

した経験がなく,場 面をイメージすることが難 しい

生徒への配慮か ら,ク イズを回答する前に,ど のよ
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うな式 なのか イラス トを用いて説明を加えた.

まず生徒 たちは各 自で○か ×か を考 え,そ の後 ク

ラス全 体 で ○ ×の正 解 を確 認 した.「 どう して ○

(も しくは ×)と 考えた のか」 とい う理 由も併せ て

発表す る ことで,言 語活 動 の充 実を図 り,友 達 の考

えを聴 くことで 「自分の考え と同 じだ った」 とい う

共感や,「 そ ん な考 え方が あ るん だ」 とい う気付 き

や新た な考えを獲得す ることもね らいであ る.

○ ×クイズを通 して,TPOを 意識 した衣服選 択

の大切 さを知 った後,表3に 示す着装 のポ イン トに

ついて学習 した.

② 学習後の生徒の様子

学習時 に生徒 が記 入 した ワークシー トには,以 下

の ような記述があ った.

生徒ArTPOが 分か りま した」

生徒Er自 分の体感で服を選んでい きた いです」

生徒Hr場 所や場面 に応 じて,自 分の似合 う色 を

合わせ るといい と思い ま した」

図3は 「TPOに 応 じた服装にっ いて分か ったか」

とい う項 目に対す る回答であ る.9名 中8名 が 「よ

く分か った」,残 りの1名 も 「分 か った」 と 自己評

価を してい る.こ れ らの ことか ら,生 徒た ちは学 習

を通 して 「TPO」 とい う言葉や意味 にっいて知 る

ことがで き,TPOに 応 じて服を選ぶ こ との大切 さ

に気付いた ことが確認で きた.

(2)第2次 「私服写真を発表 しよう!」

①学習の流れ

第2次 の学習の流れを表4に 示す.

第2次 は続 く第3次 と同 日に実施 した.家 庭科 と

い う教科 の特質 と して,2時 間 の枠 で時 間割 を設定

す ることがあ り,第2次 と第3次 は2時 間の枠を学

習 内容上 か ら2時 間 に分 けて計画,実 施 した.そ の

ため,第2次 で はワー クシー ト記入 などの 「振 り返

り」や 「終わ りのあ いさっ」 などは設定 して いない.

また,同 じ理 由か ら第3次 にっ いて は,授 業② の導

入で実施 した 「は じめ のあい さつ」や 「学習 内容 の

確認」は設定 して いない.

私服写真 にっ いては,第1次 の 「次 回の学 習 内容

の確認」 にお いて,生 徒 と以下 の3点 を確認 した.

この内容 にっ いて,保 護者 には題材計 画時 に事前

に周知 を図 り,了 承 と協 力を得てか ら学 習をス ター

トしてい る.特 に3点 目の 「で きるだ け自分で選ぶ」

に関 して は,「 学 習 の一 環で あ り,r私 服 が変 だ』

『似合 って い ない』 などの否定 的 な学 習で はな く,

『どの よ うにす ると,よ りよい服装,自 立 した 衣生

活 にっ なが るのか』 ということを学習 して い くため

に,生 徒 自身が選ぶ よ うに見守 って いただきたい」

という点 にっ いて,説 明と依頼 を行 ってい る.

各 自の タブ レッ トで撮 って きた私服写真 をカラー

印刷 し,9名 全 員分 を黒 板 に提示 した.発 表 者 は

「どこがポ イン トなのか」 「どん なことを考えて選ん

だのか」 など 「選んだ理 由」を各 自の言葉で説 明 し

なが ら発表 した.こ のポ イ ン トにっ いて は,全 員 に

事前 に聞き取 りを行 い,印 刷 した私服写真 の下 に記

載 した.ま た,発 表 を聞 く側 は,発 表 を聞 いた 後,

感想や意見,提 案 な どを発表者 に伝 える ことに した.

意見や提案は 「似合 って いない」 などの否定的 な表

現で は な く,「 こんな色だ とも っと似合 うので は」

などの肯定的 な表現を心掛 けるよう伝えた.

②学習後の生徒の様子

友達 の私服写真 にっ いて,生 徒が述べ た感想や提

案 などは以下の とお りであ る.

図3TPOに 応 じた服装にっいて(授 業後評価)
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生徒Br赤 が似合っている」

生徒Fr上 と下の組み合わせがいい」

生徒cr白 と青のボーダーが似合っている」

生徒Grチ ェック柄 も似合 っているけど,違 う柄 も

似合うと思う」

生徒Er女 性らしい色合いだなと思う」

私服に関する学習が初めてだ った生徒の中には,

どのように感想や提案を言えばよいか悩んでいる様

子の生徒 もいた.他 の生徒が発表す る姿を見て,ど

のように伝えるとよいかが分か り,次 第に自分から

発言する生徒 も増え,学 習途中からは活発な意見交

換が行われた.発 表の仕方を事前に確認 していたこ

ともあり,生 徒たちの発言は肯定的な表現が多 く,

友達か ら評価をもらうことで,恥 ずか しそうに しな

がらも 「嬉 しいです」と,笑 顔で感想を述べる生徒

もいた.自 分の服は 「他者に見られている」 という

ことに気付 き,友 達から評価をもらうことで,自 分

で服を選ぶ意欲も高まった.

(3)第3次 「自分の好きな色と似合う色を調べよう!」

①学習の流れ

第3次 の学習の流れを表5に 示す.

表5第3次 の学習の流れ

で は,好 きな色で多 か った 『あ ざやか』 が なくなっ

た」 「好 きな色 と似合 う色がみん な違 う」 な どの気

付 きが生徒か ら出た.

表6好 きな色と似合う色の結果

①シ ミュレーシ ョンソフ トの使い方を知る

②好きな色,似 合 う色,ス タイルを調べる

③結果を全員で確認する

④ ワークシー ト記入(振 り返 り,評 価)

⑤次回の学習内容の確認

⑥おわ りのあいさっ

パ ソコンは1人1台 使用 し,1グ ループ3人 で行

う.グ ル ー プ学 習 をす る ことで,教 師が丁 寧 に支

援で きるだ けでな く,生 徒 同士で設問 の答 えを考え

た り話 し合 った りす ることがで き,よ り思考 を深め

るこ とをね ら って い る.シ ミュ レー シ ョンソフ ト

(色彩 プラ ンナー,以 下 ソフ トと表 記す る)は,ア

ンケー ト形式 の質問 に答え ることで,好 きな色や似

合 う色 などが視 覚的 に分か るという特 徴があ る.ま

ずは ソフ トの使 い方を知 るた めに,初 期設定 を全員

で 同時 に行 った.初 期設 定 を完 了 した生徒 か ら,各

自で 「好 きな色,似 合 う色,ス タイル」 の3項 目を

ソフ トを用 いて調 べ,そ の結果を ワークシー トに記

入 した.

② 学習後の生徒の様子

表6は ソフ トで調 べた,生 徒の好 きな色 と似 合 う

色の結果を表 した ものであ る.

結果 を生徒 全員で確 認す ると,「 好 きな色 と似 合

う色 の組 み合わせ が同 じ人 たちが いる」 「似合 う色

生徒名 好きな色 似合 う色

A(男) ○かろやか ▽やわらか

B(男) ▽やわらか □おちつき

C(女) □おちつき ▽やわらか

D(男) ●あざやか ○かろやか

E(男) ●あざやか □おちつき

F(女) ●あざやか ▽やわらか

G(男) ●あざやか ▽やわらか

H(女) ●あざやか ○かろやか

1(男) ▽やわらか □おちつき

授業② と③ は同 日に実施 したため,振 り返 りのワー

クシー トはま とめて1枚 とな り,内 容 も2っ の学習

を含 んだ もの もあ る.学 習時 に生徒 が記 入 した ワー

クシー トには,以 下 のような記述 があ った.

生徒cr好 きな色や似合 う色がわか りま した」

生徒Ir自 分が着 る服 の色 と調べた似合 う色が合 っ

てい ることに驚 きま した」

生徒H「 似合 う色を考え なが ら,場 所 な どに合わせ

た

生徒cr服 装を してみた いです」

図4の 授業後評価 と比較 して図3で は 「よく分か っ

た」 の人数 が減 り,「分か った」 の人数 が増 えて い

る.そ の要 因 と して は 「か ろやか」 「やわ らか」 な

どの言葉 で表 現 してあ り,ソ フ トを用 いて調 べて い

るときはパ ソコン画面上 に該 当の色が 出て いるが,

ソフ トを終 了 して しまうと色 も消えて しまうので,

生徒が学習 を振 り返 るときには,具 体的に 「○○色」

という認識 がで きず にいたた めと考 え られ る.し か

し,「 自分 には好 きな色 と似 合 う色が ある」 とい う

ことにっいては,9名 全員 が知 る ことができた.

図4自 分の好きな色や似合う色にっいて(授 業後評価)
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(4)第4次 「自分 ら しいコーデ ィネー トを しよ う!」

① 学習の流れ

第4次 の学習の流れを表7に 示す.

第3次 と同様,パ ソコンを1人1台 使用 し,1グ

ルー プ3人 で行 った.私 服写真を撮影 した際のテー

マ と同 じにす ることで,以 前の 自分 と比較 しなが ら

コー デ ィネー トを考え ることがで き るように した.

今回 もソフ トを用い ることで,ト ップスや ボ トムス

などのデザ イ ンを簡 単 に組 み合わ せた り,「似合 う

色パ レッ ト」 か ら好 きな色 を選 び,自 分 で コーデ ィ

ネー トした服 に 自由に配色 した りできた.パ ソコン

操 作 に戸惑 う生徒 もいたが,生 徒 の考 えを取 り入れ

なが ら教師 と一緒 に操作 した り,生 徒 同士 で協 力 し

た りしなが ら,楽 しい雰囲気の中で各 自コーデ ィネー

トを考えた.

その後,私 服写真 と同様 「選 んだ理 由」 や 「コー

デ ィネー トのポ イン ト」 などを説明 しなが ら自分の

作品を発表 した.今 回は友達か らの他者評価 では な

く,生 徒が 意識 した ポ イン トや工夫 点 などを,教 師

が認め ほめ なが らクラス全体 に再度伝 え ることで,

生徒が 自身 の考えを深めた り,互 いの良さを認め合 っ

た りで きるように した.

② 学習後の生徒の様子

学習時 に生徒 が記 入 した ワークシー トには,以 下

の ような記述があ った.

生徒D「 パ ソコンで好 きな色を選んで決め ま した」

生徒E「 色や柄 だ けで な く,気 温や季節 に合わせ た

服を選んでい きたいです」

生徒Hr自 分に似合 う色 に合わせ て,見 た 目が 良い

服 に してい きたいです」

図5に 示す ように,色 に着 目した学習 を進 めて き

た ことで,生 徒 自身が 「色」を意識 しながらコーデ ィ

ネー トを考 えて いる ことが 明 らか にな った.ま た,

服装を選ぶ ときのポ イン トの1っ と して 「自分の好

きな色 を選ぶ」 ことを確認 していた こともあ り,色

を よ り意識 した り,「 この色 に しよ うか な」 な どと

自分で色を選んだ り しなが らコー デ ィネー トを考え

ることがで きた.ま た,生 徒の私服写真を ワークシー

トにそれぞれ提示 した ことで,以 前 の 自分 との違 い

を意識 しなが ら コー デ ィネー トを考え る生徒 もいた.

生徒の振 り返 りか らも 「自分で服 を選びた い」 とい

う気持ちの高 まりもみ られた.

図5自 分に似合 う色を意識 したか(授 業後評価)

(5)対 象生徒の事例

さらに,学 習 の効果 がみ られた1事 例 を紹 介す る.

①対象生徒の実態

対象生徒 は高等 部第2学 年 の男子 生徒Gで ある.

とて も明る く優 しい性格で,学 習 中も積極 的 に発言

し,ク ラスの ムー ドメー カー 的な存在で あ る.友 達

に対す る思 いや りの気持ち も強 く,友 達 の よさや頑

張 りに気付 くことがで きる生徒である.将 来はグルー

プホームな どで,親 元 を離れて 自立 した生活 を送 り

た いと考えて いる.

衣服選択 に関 しては,自 分で選 ぼうとす る気持ち

は あるが,母 親が選 んだ衣服 を着 用 して い る.生 徒

Gに 話 を聞 くと 「自分で選 ぼう とす るけど,母 親が

『それ は ダメ』 と言 って選 ばせて くれ ない」 とい う

悩み を抱 えて いた.生 徒Gの 母 親 に尋 ね た と ころ

「色 の組み 合わせ が合 ってい なか った り,TPOに

合 ってい ない衣服を選択 した り して いるので」 とい

うことであ った.こ の ことよ り,生 徒Gの 課題 お よ

び教育的 ニーズを表8に まとめ る.

表8生 徒Gの 課題および教育的ニーズ
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②学習後の生徒の様子

生徒Gの 学習後の振り返 りや,学 習中の発言を図

6に 示す.

〈第1次:学 習後の振 り返 り〉

今日服装について勉強になりました.いつもお

母さんが央めるので分からなかったけど,これ
からは自分でやりたいと思いました 令

〈第2次:学 習中の様子〉
麟

禽

・二

【冬休み に友達 と私服で 出か けた】

この時 もジー ンズを着用 した.ジ ー ンズを選んだ

理 由を生徒Gに 尋ね ると,「 勉 強 した とき に,友 達

か ら 『いいね』 とか 『似合 ってるね』 と言われて,

自信を もって 『着てみ よう』 と思 ったか らです」 と

答 えた.服 の選択 に関 して は,全 て 自分で決 めた服

を母親 に見せ た.第2次 では上着 は白に していたが,

色の ことを考 え,上 着 は 「青」を取 り入れた コーデ ィ

ネー ト(図7)に した.

〈第3次:学 習後の振 り返 り〉

これからは 「自分でできる」と思って,

自信をもって自分で選べるように
頑張ります.み んなの意見を聞けた
ので,こ れを覚えてやってみたいです.

鳥
轟

〈第4次:学 習中の様子および学習後の振 り返 り〉

図7私 服の変化(左:学 習前,右:学 習後)

嶋

・}
w

ジーンズを取り入れた

コーデ ィネー トをしましノ乙

みんなと服を考えて楽しかったです.

これからは自分でTPOに 気を付けながら,

自分で自信をもって選べるようにします!..

図6発 言にみ られる生徒Gの 変化

翻 勘

③般化の場面

学習 したことを実際の生活の場面で活かすことが

できたか確認す るために,冬 休みに私服写真を撮 る

機会を設定 した.生 徒Gの 様子にっいて以下に示す.

【冬休みに私服を購入 した】

今までは服を購入する際にも母親が選んでいたが,

自分で 「これがいい」と選んだ服を購入 した.服 を

選ぶ際にも,色 のことを考えなが ら選んだ.

4.考 察

(1)成 果

① 自分で服を選ぼ うとす る意識の高 まり

ソフ トを用 いて楽 しみ なが ら コー デ ィネー トを考

え た ことで,「 自分 で服 を選 ぶ楽 しさ」 を実感 し,

友達か らの 「いいね」 「似合 って るね」 などの評価

を もらうことで,「 自分で服 を選 んでみ ようかな」

「あの服 にチ ャ レンジ してみたい な」 という意欲 の

向上がみ られた.

②服を選ぶ ときのポ イン トの理解

今 までは 「自分が気 に入 ってい る」 ということが

ポ イ ン トに な っていた.学 習 を通 して色や サ イズ,

柄,TPO,見 た 目の良 さな ど,服 を選 ぶ ときに は

考え るポイ ン トが い くっ もあ り,さ らに相手(他 者)

か らの印象 は どうなのか,と い う視点 も加 わ ること

で,周 囲の人 との距離 の取 り方や,社 会 との距離 の

取 り方 を学ぶ(鷲 田2000)と 考 え られ る.こ の学

習を通 して 「他者 の 目を意識す る」 という気持ち の

芽生えがみ られた.

③授業づ くりへの提案

今回の実践を通 して得 られた結果に基づき,着 装

に関する基本的な知識や技能を身にっけるための授

業づ くりのポイントを考案 し,以下にまとめる.
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A.見 通 しがもてる授業展開

課題の提示→ 自分で考える→ みんなで考える→

振 り返る→ 授業の流れを固定化し見通しがもてる

ようにする.

1っ の題材 において,身 にっ ける技能(課 題)を

明確 にす るこ とで,ま た生徒 自身がそれ を 自分の課

題だ と捉 えるよ うにす ることで,自 分 の力で解決 し

ようとす る姿 を見 ることがで きる.う ま くでき ない

ことや,や り方がわ か らないときは,友 達 のや り方

を まねてみ た り,取 り入れた り して もいい とい うこ

とや,逆 に友達 にア ドバ イスを した りや り方 を教 え

た りす ることで,自 分の課題解決 にっ なが ることを

理解 し,主 体 的に課題 に取 り組む.

D.楽 しい!ま たや りたい!場 面

楽 しく自ら試行錯誤できる活動場面を設定する→

キーワー ドとしてまとめる.

家庭科 の授業 時数は少 ないた め,授 業 だ けでスキ

ルが身 にっ くものでもない.そ のため にはやは り日々

の積み重ねや経験 量の多 さが必要 となって くる.そ

のため に,「授業 で楽 しか った!」 「や り方が よ く分

か った!」 「こ う した らで きる!」 とい うよ うな気

付 きを見っ け られ ることが必要 であ る.キ ー ワー ド

を まとめ た り,生 徒 の活 動場面が増 えた りす るよう

な教材,た とえば長期 休暇中の服装 チ ェ ックや買 い

物記録 などを取 り入れ ることで,次 にっ なが る様子

がみ られ る.

B.客 観性 の重視

タブレットを用いて 日常を切 り取る(写 真機能の活

用)→ 自分の姿を客観的に見ることができる.

シミュレーションソフトの活用→自分の考えをその

場ですぐに反映することができる.

服装を選択す る際の色のバ ランスやデザ イン(サ

イズ感,組 み合わせ)を 工夫す るという課題 におい

て,タ ブ レッ トで撮影 した画像を見比べ てい く中で,

生徒 自身が 「何がいい ところで何を改善 してい くの

か」 を客観的 に捉 え る.そ のた め に,こ れか らも取

り入れて いい ところ,改 善 してい くところを友達 の

意見を参 考 に しなが ら考え る.

また,シ ミュ レーシ ョンソフ トなどを使 う ことで,

自分の考えた色やデザ インを使 ったス タイルを作成

し,楽 しみ なが ら服装 を考 える ことが できる.

C.認 め ・ほめる場面 の設定

対話的な場面(話 し合いの場面)を 設定する→周 り

から認められる→関心 ・意欲につながる

(2)課 題

①学習内容の定着 ・般化

現場実習や生活単元学習などの他学習 ・他場面と

の関連をどのように図 っていくのか.ま た,今 年度

から学年別に年間指導計画を作成 したが,高1か ら

高2へ,高2か ら高3へ,そ して社会人へと進んで

い く生徒たちの,卒 業後の社会生活を意識 した学習

内容をどのように発展させていくのか.学 習内容の

定着と,家 庭生活への般化,そ して卒業後の生活へ

とっなげることを意識 した授業実践が必要である.

②家庭との連携のあ り方

上記の課題とも密接に関係 しているもので,学 ん

だことが学校だけで終結 していないか.卒 業後の生

活基盤を考えた実践の積み重ねができているのか.

これらのことを今後も考えなが ら授業実践を計画,

実行 して い くことが求め られ る.『家庭科 の記録

(案)』 を作成 し,家 庭での実践の手がか り,き っか

けになるような具体物を作成 し,家 庭 とも今まで以

上に連携を深めながら実践を積み重ねていきたい.

タブ レッ トで撮影 した画像や ソフ トで作 った作品

を発表す る中で,互 いに感想 を話 し合 うこ とは,自

分の着装 に対す る他者か らの評価を聞 く機会 となり,

多 くの刺激 を受 ける ことが期待 で きる.た だ し,そ

の前提 と して 「その色 は似合 って いる」 「色 の組 み

合わせが いい」 とい うような,互 いに個性 を認め尊

重 しあ う指導 は欠かせ ない.他 者か ら 「似 合 う」 と

ほめ られた経験 は,個 人の色の選択 に影響 をお よぼ

す とい う報告 もあ る(讐 田 ・村上2008).私 服のセ

ンスを認め られ,ほ め られ ることは,衣 服の色やデザ

インを選択す ることへの 自信 にっ なが る.自 分 ら し

くかっ 「見せたい 自分」を意識 した服装観を育て る.

5.ま とめ

(1)特 別支援学校に求められる家庭科教育

平成10年 の中学校学習指導要領家庭の改定以降,

着装の学習は改定を重ねるたびに重視度を増 してき

た.今 回の授業実践で取 り上げたTPOに 応 じた衣

服の着用,他 者 に与える印象,色 や形の調和,自 分

に似合う色や着方の学習は,中 学校で学ぶ基礎的内

容の一一部である.衣 服の購入に関わる生徒が増える

高等学校の家庭科では,こ れらをさらに発展 させて,

自分の衣生活を主体的に営むことができる力の育成

を 目指す.
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本来,着 装に関する授業は,生 徒たちが話 し合い

を通 して主体的に衣生活を考え,実 践力を身に付け

てい くことを目指す ものであって,知 識 として教え

込むものではない.し か し,生 徒たちの衣服に対す

る関心は個人差が大きいため,授 業の進め方は難 し

く,家 庭科教員の中でも自信の持てない人が多い単

元でもある.

特別支援学校での授業の場合,さ らに難 しい問題

として,生 徒のお しゃれや衣服に対する関心が同年

代の子どもに比べて低 く,日 常的に友達間で衣服を

話題にすることが少ないという特徴が挙げられる.

これは友達と自由に外出できない状態にあることが

原因と考えられ るが,日 常生活で家族に頼 る部分が

多いため,家 族の好みが衣服の選択に影響 しやす く,

主体性が育ちにくいことも原因の一っと考えられる.

それだけに,家 庭科の授業で着装にっいて学ぶこ

とは,大 きな意味をもっ.服 装を通 して 自分 らしさ

を理解 し,他 者か らの意見を聞きなが ら自分のスタ

イルを考えていくことは,将 来の衣生活を豊かにす

る重要な経験 となる.高 校生がこれか ら始まる社会

生活に自信を持 って臨めるように,家 庭科教育から

の支援が必要である.

(2)卒 業後の豊かな生活 を営むために

「楽 しい」 と感 じ,服 への意識や興味 関心が高 ま

ることは,「 主体的 な衣生活 」へ の第一一歩 と言え る

ので はないか.ま た,今 回実践 した 「着装」 に関す

る学習 だ けで はな く,洗 濯や ア イロンが け,修 繕 な

どの 「被服」 に関す る学習 を,実 践的 に学 び なが ら,

総合 して 「よ り良 く,よ り豊か な生活 を営 むため に,

主体的 に考 え,工 夫す る」 ことがで き るよ うな実践

を積み重ねて いきたい.
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